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本校における県民週間の取組について（御案内） 

 

 清秋の候、保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、ますます御清祥のこととお慶

び申し上げます。 

 さて、鹿児島県教育委員会が設置する「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」の一

環として、生徒作品の展示及び授業参観を下記の要領にて実施いたします。御多用の折と

は存じますが、本校における学習指導や生徒の活動の様子などを御覧いただきたく、御案

内申し上げます。 

 

記 

 

１ 日 程 

 ⑴ 授業参観・生徒作品展示 

  ① 期間  11 月２日（月）、11 月４日（水）～11 月６日（金） 

  ② 場所    【授業参観】 各教室及び特別教室、体育館、校庭 

【生徒作品】 校舎１階廊下及び学習室 

  ③ 授業参観及び生徒作品展示の時間 

    

１校時 ８：20～９：10 
 

２校時 ９：20～10：10 
 

３校時 10：20～11：10 
 

４校時 11：20～12：10  

 

    ※ １～３校時の授業を自由に参観ください。 

 

２ その他 

 ⑴ 上履きは各自で御準備ください。 

 ⑵ 駐車場はありません。車での来校は御遠慮ください。 

 ⑶ 正面玄関にて、御名前等の記入をお願いします。 

 ⑷ 御移動や授業参観の際、校内での会話は必要最低限に留めてください。 

⑸ 校内での飲食はできません。 

 ⑹ 校内での写真や動画の撮影は御遠慮ください。 

授業参観可 
生徒作品閲覧可 

授業参観不可 
生徒作品閲覧可 



《出品団体および展示内容》 

出品団体 展示内容 

国語科 

 授業で取り組んだ席書会の書道作品、授業や夏休みで取り組んだ作文

等を各学年から厳選し、展示しています。一人一人の感性の豊かさや考

えの深さなど、作品ごとに異なる味わいを、ぜひ楽しんでください。 

社会科 

 夏休み期間に取り組んだレポート作品を展示しています。１年生は世

界の各州を、２年生は日本の各地方について探究しました。３年生は「時

代を彩る流行語」と題し、戦後日本の動きをまとめました。どのレポー

トも面白い着眼点でまとめられており、読み応え抜群です。 

理 科 

 今年度の「鹿児島県昆虫・貝・植物・岩石展」で特別賞や特選を受賞し

た作品を展示しています。採集から標本完成まで丁寧に作られた作品は、

見るだけで鹿児島の自然を感じ、ワクワクするものばかりです。数々の

力作を、ぜひご覧ください。 

技術・家庭科 

（家庭分野） 

 夏休みに取り組んだ実践報告を展示しています。１年生は「生活の課

題と実践」、２年生は「栄養バランスを考えた献立作り」とそれぞれ題し、

自分の生活をよりよくするために、問題を見いだして課題を設定し、そ

の課題を解決するための実践を、レポートや製作物としてまとめていま

す。どの学年も生活に生かせる内容となっておりますので、子ども達の

アイデアをご堪能ください。 

美術科 

 前期の授業で取り組んだ、各学年の作品やレポートを展示しています。

１年生は、中学生になった自分の思いや考えを形や色彩で絵に表してい

ます。２年生は、普段見慣れた学校の風景を構図や色彩など表し方を工

夫して絵に表しました。３年生は、鹿児島の美術文化のよさや魅力を自

分なりに捉えて伝わりやすさを考え、レポートにまとめました。 

総合的な学習の時間

（１年） 

 郷土「鹿児島」のよさや魅力を持続発展させ、課題を解決するための

具体策について探究したレポートを、電子黒板で展示しています。イン

ターネットや書籍から調べまとめるだけでなく、夏休みを活用して実際

にインタビュー調査を行った内容をまとめたレポートもあります。ぜひ

この機会に、郷土「鹿児島を知る」ことから始めてみましょう。 

総合的な学習の時間

（２年） 

鹿児島の未来を、外からの視点で考えてみませんか？２年生は、郷土

「鹿児島」が抱える課題について、10 月の修学旅行で自主研修を行う

「京都市」の事例と比較しながら探究し、自分たちにできることをレポ

ートにまとめました。あらためて見つめ直した郷土「鹿児島」について

の展示をご覧になられて、鹿児島の未来についてぜひ一緒に考えてみて

ください。 

総合的な学習の時間

（３年） 

郷土「鹿児島」で働く様々な社会人にインタビューを行い、「働くこと

とは」というテーマに対して各自で探究したレポートを展示しています。

郷土「鹿児島」と生きる人々の姿から、今の自分に必要な資質・能力と

は何であるのかを、共に考えてみましょう。 

 


